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「
篠
山
市
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く

り
構
想
」に
基
づ
き
、
感
性
豊
か

な
子
ど
も
た
ち
が
、
篠
山
の
木
を

使
っ
た
机
と
イ
ス
を
学
校
生
活
で

使
用
す
る
こ
と
で
、
木
の
良
さ
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
度

か
ら
市
内
小
学
校
の
１
年
生
に
木

製
児
童
用
机
と
イ
ス
を
導
入
し
、

６
年
間
で
市
内
全
て
の
児
童
が
こ

の
机
と
イ
ス
で
学
習
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　
机
と
イ
ス
は
、
子
ど
も
た
ち
に

で
き
る
だ
け
木
に
愛
着
を
持
っ
て

触
れ
て
も
ら
う
た
め
、

学
校
行
事
や
親
子
活

動
な
ど
で
組
み
立
て

ま
す
。

　

10
月
か
ら
平
成
29

年
2
月
に
か
け
て
順

次
、
組
み
立
て
作
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　市政のさまざまな分野で功績のあった皆さんをたたえる「篠山市功労者表彰式」を11月3日、丹南健康福祉
センターで行いました。今回、受賞されたのは、自治・福祉などの分野から、次の皆さんです。                              

(敬称略)

問
い
合
わ
せ　
医
療
保
険
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
各

世
帯
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
い

ま
す
。保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
を

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
現
在
使

用
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
証
は
、

12
月
１
日
以
降
は
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険

証
は
、
医
療
保
険
課
ま
た
は
各
支

所
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
に
は
大
切
な
個
人
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
紛
失
・

破
損
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

転
居
や
他
の
保
険
に
加
入
し
た
場

合
は
？

　

住
所
変
更
や
世
帯
主
の
変
更
、

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退（
喪

失
）な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合

で
も
、
資
格
取
得
の
事
由
が
発
生

し
た
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

保
険
税
を
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者

の
収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合

い
、
病
気
や
ケ
ガ
の
際
に
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
制
度
で

す
。
保
険
税
を
み
ん
な
で
納
め
る

こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

○
督
促
を
受
け
た
り
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
た
り
し
ま
す

○
有
効
期
間
が
短
い「
短
期
被
保

険
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す

○「
被
保
険
者
資
格
証
明
書（
国

民
健
康
保
険
の
資
格
が
あ
る

こ
と
だ
け
を
証
明
す
る
保
険

証
）」が
交
付
さ
れ
、
医
療
費
が

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す

○
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処

分
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
※
震
災
や
風
水
害
な
ど
、
政
令
で

定
め
ら
れ
た
特
別
な
事
情
で

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）は
、
国
か
ら
発
信
さ

れ
た
情
報
を
瞬
時
に
住
民
に
伝
え

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
弾
道

ミ
サ
イ
ル
情
報
や
緊
急
地
震
速
報

な
ど
、
対
処
に
緊
急
を
要
す
る
情

報
を
迅
速
に
伝
達
し
ま
す
。

　
11
月
4
日
に
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

を
通
じ
た
緊
急
地
震
速
報
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
ゲ
リ
ラ
攻

撃
な
ど
の
有
事
関
係
事
態
の
発
生

を
想
定
し
た
訓
練
で
す
。

　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
が
自

動
的
に
立
ち
上
が
り
、
放
送
が
流

れ
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
学
事
課
☎
５
５
２
‐
５
７
１
４

問
い
合
わ
せ　
市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
６

小
学
１
年
生
に
木
製
児
童
用
机
・

イ
ス
を
導
入
し
ま
す

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

全
国一斉
情
報
伝
達
訓
練
の
お
知
ら
せ

と　き　11 月 29 日（火）11:00 ごろ
防災行政無線での放送区域　多紀有線
放送、篠山市防災
行政無線または西
紀防災行政無線で
防災ラジオや戸別
受信機をお持ちの
世帯

10月21日に行われた
古市小学校での
オープンスクール

問
い
合
わ
せ　
秘
書
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
９

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た

自
治
功
労

▼
吉よ

し

田だ

浩ひ
ろ

明あ
き（
大
野
）・
林は

や
し

茂し
げ
る（
草

ノ
上
）・
大お

お

上が
み

磯い
そ

松ま
つ（
今
田
町
下
立

杭
）・
堀ほ

り

毛け

隆た
か

宏ひ
ろ(

池
上)

＝
市
議

会
議
員
と
し
て
▼
福ふ

く

本も
と

正ま
さ

夫お（
南

新
町
）・
奥お

く

山や
ま

英ひ
で

史し（
北
新
町
）・

藤ふ
じ

本も
と

善よ
し

一か
ず（
二
階
町
）・圓え

ん

増そ
う

均ひ
と
し（
大

谷
）・
藤ふ

じ

井い

博ひ
ろ

文ふ
み（
大
藤
）＝
自
治

会
長
と
し
て
▼
梶か

じ

原わ
ら

弘ひ
ろ

義よ
し（
西
岡

屋
）＝
自
治
会
長
・
あ
さ
ぎ
り
苑

生
活
環
境
保
全
委
員
会
委
員
と
し

て
▼
田た

中な
か

良よ
し

晴は
る（
今
田
町
上
小
野

原
）＝
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
と
し
て
▼（
故
）田た

中な
か

隆た
か

春は
る(
東
吹)

＝
保
健
衛
生
推
進

協
議
会
会
長
と
し
て

産
業
功
労

▼
小こ

前ま
え

芳よ
し

彦ひ
こ（
味
間
南
）＝
農
業
委

員
と
し
て
▼
大お

お

西に
し

文ふ
み

博ひ
ろ（
今
田
町

下
立
杭
）＝
丹
波
立
杭
陶
磁
器
協

同
組
合
理
事
長
と
し
て
▼
中な

か

澤ざ
わ

俊し
ゅ
ん

治じ

朗ろ
う（
町
ノ
田
）＝
丹
波
杜
氏
組
合

役
員
と
し
て

福
祉
功
労

▼
小こ

山や
ま

敏さ
と
し（
東
岡
屋
）＝
保
護
司

と
し
て

教
育
功
労

▼
岡お

か

本も
と

の
ぶ
子こ（
東
吹
）＝
学
校
眼

科
医
と
し
て
▼
高た

か

橋は
し

道み
ち

昌ま
さ（
向
井
）

＝
福
住
・
大
芋
・
村
雲
小
学
校
統

合
準
備
委
員
会
委
員
長
と
し
て
▼

森も
り

田た

忠た
だ
し（
川
原
）・
矢や

野の

智さ
と
る（
中
）＝

福
住
・
大
芋
・
村
雲
小
学
校
統
合

準
備
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
▼

小お

野の

田だ

安や
す

弘ひ
ろ（
藤
之
木
）＝
福
住
・

大
芋
・
村
雲
小
学
校
統
合
研
究
会 

副
会
長
と
し
て

文
化
功
労

▼
西に

し

尾お

昭あ
き
ら（
呉
服
町
）＝
日
本
の
童

謡
唱
歌
を
ひ
ろ
め
る
会
会
長
・
篠

山
の
音
楽
推
進
会
議
会
長
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
功
労

▼
酒さ

か

井い

正ま
さ

博ひ
ろ（
初
田
）＝
体
育
指
導

員
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

▼
篠
山
市
陸
上
競
技
協
会
＝
陸
上

競
技
の
振
興
と
各
大
会
の
運
営
指

導
に
寄
与

ふ
る
さ
と
功
労

▼
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
節
保
存
会
＝

デ
カ
ン
シ
ョ
節
の
伝
承
と
発
展
に

寄
与
▼（
故
）三み

宅や
け

剣け
ん

龍り
ゅ
う

＝
書
道
な

ど
芸
術
文
化
の
振
興
と
人
材
育
成

に
寄
与

寄
付
功
労

▼
垣か

き

内う
ち

治お
さ
む（
三
田
市
）▼
二に

階か
い

堂ど
う

正ま
さ

宏ひ
ろ（
西
古
佐
）▼
内な

い

藤と
う

正ま
さ

啓ひ
ろ（
愛

知
県
豊
橋
市
）▼
井い

関せ
き

道み
ち

夫お（
曽

地
奥
）▼
フ
ル
ヤ
工
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長　

降ふ
る

矢や

寿と
し

民た
み

（
大
沢
新
）▼
東
洋
物
産
工
業
株
式

会
社　
代
表
取
締
役　
礒い

そ

野の

曉あ
き

男お

（
三
木
市
）
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中央図書館「泣いてる本」コーナー
　図書を大切に扱っていただこうと、12
月 28 日（水）まで、コーナーを設置します。

「お勧めの一冊」ポップ募集
　あなたのお気に入りの一冊を紹介して
ください。
申込期限　12 月 28 日（水）
申し込み方法　中央図書館カウンターで
お渡しする記入用紙を提出

4
、11
日
は
、児
童
が

と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

応
援
1
日
図
書
館
員

と
し
て
参
加

し
て
く
れ
ま
す
！

合同公開朗読勉強会
（山うぐいす・松ぼっくり・ひまわり）

　北山とみ先生の指導による朗読についての勉強
会をボランティアグループ 3 団体合同で行います。

クリスマスのおはなし会
（篠山ストーリーテリングの会）

内　容　詩「こびととくつや」、「クリスマスツリーのねがい」、「こ
まどりのクリスマス」　※当日プログラム変更の場合あり。
対　象　小学生～大人

朗読体験（CD 録音）の参加者募集
　エッセイを朗読し CD に録音する体験ができます。原

稿（3 分程度）は「朗読ボランティア山うぐいす」が用意します。
募集人数　各回 2 人計 8 人（先着順）
申込期限　12 月 3 日 ( 土 ) 

クリスマス会
（かたつむり）

　篠山市農業委員会では10月31日、来年度にお
ける市の農業振興施策の推進に向けて「篠山市の農
政に関する建議書」を酒井市長に手渡しました。
　ここでは、同委員会が市の農政推進に向けて提
出した建議書の内容をお知らせします。

問い合わせ　農業委員会事務局☎552-6909

芋
、
丹
波
栗
な
ど
を
基
幹
産
物
と

し
た
経
営
が
主
体
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
篠
山
ブ
ラ
ン

ド
特
産
物
の
栽
培
が
、
耕
作
意
欲

の
増
大
に
つ
な
が
り
、
遊
休
農
地

の
発
生
を
未
然
に
防
い
で
き
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
近
年
、
土
地
持

ち
非
農
家
の
増
加
が
目
立
ち
始

め
、
そ
の
中
で
も
不
在
地
主
に
よ

る
荒
廃
農
地
の
増
加
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市
独
自
の
補
助
事
業
の

創
設
を

　
現
在
、
国
・
県
の
耕
作

放
棄
地
対
策
補
助
事
業

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
補
助
事
業
に
取
り
組

む
農
業
者
は
極
め
て
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。
農

業
委
員
会
と
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
補
助
事
業
を
広

く
対
象
と
な
る
地
域
に

一
層
啓
発
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
・
県
の
事
業

　

日
本
の
農
村
部
で
は
、

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
都
市
部
に

先
駆
け
て
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

進
行
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

と
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、荒
廃
農
地
が
増
加
し
、

生
産
基
盤
の
弱
体
化
も
進
行
し
て

い
ま
す
。

　
篠
山
市
の
農
業
は
、
コ
シ
ヒ
カ

リ
な
ど
水
稲
を
中
心
と
し
て
、
丹

波
篠
山
黒
大
豆
、
丹
波
篠
山
山
の

で
は
農
振
農
用
地
外
農
地
を
対
象

と
す
る
補
助
事
業
は
、
現
在
、
存

在
し
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
集
落

内
の
話
し
合
い
に
基
づ
い
て
集
団

性
が
保
て
る
よ
う
な
農
振
農
用
地

外
農
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
担
い

手
に
一
体
的
な
集
積
を
進
め
る
た

め
に
も
市
単
独
の
補
助
事
業
の
創

設
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、
時
代

に
則
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
た
め
、
全
国
農
地
ナ
ビ
の
デ
ー

タ
を
活
用
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
荒
廃
農
地
解
消
補
助

事
業
な
ど
の
予
算
化
を
切
に
要
望

し
ま
す
。

農業委員会
だより

荒
廃
農
地
対
策

と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

　

篠
山
市
は
農
政
の
柱
と
し
て
、

集
落
営
農
と
と
も
に「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」を
推
進
さ
れ
て
お
り
、

農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
市
と
共

に
地
域
に
入
り
、
状
況
の
把
握
や

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
集
落

営
農
の
活
性
化
と「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」の
更
な
る
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

意
欲
あ
る
農
村
女
性
の
活
躍
と
農

村
女
性
組
織
充
実
を

　
今
後
は
、
篠
山
農
業
の
維
持
発

展
の
た
め
に
、
担
い
手
の
確
保
と

と
も
に
農
村
女
性
も
含
め
た
優
れ

　
　
篠
山
農
業
を
担
う

農
村
リ
ー
ダ
ー
の
育
成　
　

た
農
村
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
必
要

で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
既
存
の
篠

山
市
農
村
女
性
組
織
連
絡
会
と
話

し
合
い
、
今
ま
で
組
織
未
加
入
で

あ
っ
た
意
欲
あ
る
農
村
女
性
を
取

り
込
み
、
幅
広
い
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
農
村
女
性
組
織
の
活
性
化

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
農
村
女

性
組
織
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
予

算
措
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
篠
山
農

業
の
維
持
発
展
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
た
め
の
支
援
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

農政に関する要望などをまとめた建議書を市長に手渡す田
渕清彦会長と農業委員の皆さん

問
い
合
わ
せ　
中
央
図
書
館
☎
５
９
０
‐
１
３
０
１

●中央図書館でのイベント
と　　き 内　　容

   1 日（木）～ 7 日（水） ① 雑 誌リサイクル
フェア

   1 日（木）～ ②本の福袋
   1 日（木）11:00 ～ 11:30 おはなし会（としょかん）
   2 日（金）10:00 ～ 12:00 ③合同公開朗読勉強会
   3 日（土）14:00 ～ 14:30 おはなし会（かがやき）

   4 日（日）14:00 ～ ④クリスマスのおは
なし会

   6 日（火）11:00 ～ 11:30 おはなし会
（絵本の会ぶぅふ）

   7 日（水）10:30 ～ 12:00
新聞などの公開収録

（朗読ボランティア山
うぐいす）

   9 日（金）、10 日（土）
              ① 10:30 ～ 12:30
              ② 13:30 ～ 15:30

⑤朗読体験（CD 録
音）※申し込み要。

10 日（土）14:00 ～ 14:30 おはなし会（かたつむり）

●篠山市民センターでのイベント
と　　き 内　　容

   1 日（木）～ 7 日（水） ①雑誌リサイクル
フェア

1･8 日（木）11:00 ～ 11:30 おはなし会
（ボランティア有志）

   3 日（土）14:00 ～ 14:30 おはなし会（かたつむり）

 11 日（日）14:00 ～ 15:00 ⑥クリスマス会
（かたつむり）

イベントピックアップ!!

本の福袋（なくなり
次第終了）

　図書館の本が数冊入ってい
る本の福袋です。中身が見え
ない袋に、キーワードが書か

れていますのでそれをヒントに借りてみたい袋を
お選びください。どのような本が入っているかはお楽しみで
す。1 人につき１袋。

　図書館で活動するボランティア団体によ
る普段の活動を通した各種イベントを実

施。おはなし会や朗読ボランティアに興味
がわいたら、これをきっかけにボランティ
ア活動を始めるのもいいかもしれません。

12月1日（木）
～11日（日）

みんなおいでよ!
第4回

2

3

4

5

6

雑誌リサイクルフェア
　保存期間が終了した雑誌を無料でお

持ち帰りできます。
1 人 5 冊 程 度 が 目
安。持ち帰り用の袋
は、各自ご用意くだ
さい。
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